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次世代の社会を担う子どもた
ち。健やかな育ちを社会全体
で支援するために、子ども手
当が支給されます。
みんなで子育てを応援しま
しょう。
関連記事：P4「子ども手当を
支給します」
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市役所の組織機構を改正しました
　米子市では、「生活充実都市・米子」の実現と、更なる地方分権の推進を図ることを目的として、平成
22年４月１日付けで組織機構の一部を改正しました。このうち、特に市民の皆さんの生活とかかわりの深
いものを抜粋してお知らせします。
　なお、この組織機構改正後の機構図、事務分掌などについては、米子市ホームページに掲載しています。

行政機構改正の概要

◆部等の見直し
■市民人権部及び環境下水道部の再編・政策局の設置
　市民ニーズに迅速かつ的確に対応し、内部責任体制の明確化を図るため、市民人権部を市民生活部と人権政策局に、環
境下水道部を環境政策局と下水道部に再編しました。
　政策局とは、人権問題・環境問題という分野をまたがる重要課題に全庁的に対応していくため、部に相当する機関とし
て設けるものです。
　なお、この再編に伴い、人権政策監及び下水道事業監は廃止します。

改正前　【　】内は当該部に属する課 改正後　【　】内は当該部局に属する課

市民人権部－市民人権部長－人権政策監

【市民課、市民税課、固定資産税課、収税課、
保険年金課、人権政策課、男女共同参画推進課】

市民生活部－市民生活部長
【市民相談課、市民課、市民税課、固定資産税課、収税課、保険年金課】

人権政策局－人権政策局長（人権政策課長を兼務）
【人権政策課、男女共同参画推進課】

環境下水道部－環境下水道部長－下水道事業監

【環境政策課、環境事業課、下水道業務課、下
水道整備課、下水道施設課】

環境政策局－環境政策局長（環境政策課長を兼務）
【環境政策課、環境事業課】

下水道部－下水道部長
【業務課、計画整備課、施設課】

　市民生活部長（市役所本庁舎２階　☎２３－５２０４）　　　人権政策局長（市役所第２庁舎１階　☎２３－５２５０）
　環境政策局長（市役所旧庁舎１階　☎２３－５２５５）　　　下 水 道 部 長（内町　中央ポンプ場　☎３４－１３６７）

■教育委員会事務局長の配置
　教育行政の円滑な推進を図るため、教育委員会事務局長（部長級・教育総務課長を兼務）を配置します。
　　教育委員会事務局長（市役所第２庁舎２階　☎２３－５４２０）　

◆課等の見直し
■総務部関係
　 ▼秘書広報課の総務部への移管　　秘書広報機能の充実を図るため、企画部秘書広報課を総務部に移管します。
　　　秘書広報課（市役所本庁舎３階　秘書／☎２３－５０４２・広報／☎２３－５３７２）

■企画部関係
　 ▼総合政策課の再編による企画課と地域政策課の設置　　本市における企画立案・調整機能の充実を図るため、総合政
　　策課を「企画課」と「地域政策課」に再編して設置します。
　　　企画課（市役所本庁舎４階　☎２３－５３５１）
　　　地域政策課（市役所本庁舎４階　☎２３－５２７１）　中心市街地活性化推進室（☎２３－５３５３）
　 ▼協働推進課の事務の再編・市民自治推進課への名称変更　自治振興施策の充実と更なる協働推進を図るため、協働推
　　進課を「市民自治推進課」に改め、同課内に「地域自治係」、「協働推進係」、「国際交流室」を設けます。
　　　市民自治推進課（市役所本庁舎４階）
　　　　地域自治係（☎２３－５３７１）　協働推進係（☎２３－５３７５）　国際交流室（☎２３－５３７４）



■市民生活部関係
　 ▼市民相談課の新設　本市における総合相談機能の充実を図るため、総合案内、行政相談、消費生活相談、広聴を所掌
　　する「市民相談課」を新設します。これに伴い、現在の「消費生活相談室（本庁舎４階）」は、市民相談課（本庁舎１階）
　　内に移ります。
　　　市民相談課（市役所本庁舎１階）
　　　　フロアマネージャー（☎２３－５１８０）　相談係（☎２３－５３７８）　消費生活相談室（☎３５－６５６６）

■環境政策局関係
　 ▼環境検査室の移管　更なる環境行政の推進を図るため、旧下水道施設課環境検査室を環境政策課に移管します。
　　　環境政策課　環境検査室（米子市安倍　内浜処理場内）（☎２９－５１０７）

■福祉保健部関係
　 ▼長寿社会課の事務の再編　各部局に部局を統括管理する課を定めることに伴い、福祉政策室を長寿社会課「地域福祉
　　室」とします。また、介護保険事務の円滑な推進を図るため、現行の高齢者福祉係を「介護事業係」に改めます。
　　　長寿社会課（市役所本庁舎１階）
　　　　地域福祉室（☎２３－５５４１）　介護事業係（☎２３－５１３１）　介護保険係（☎２３－５１３２）
　 ▼児童家庭課の事務の再編・こども未来課への名称変更　子育て支援に係る総合サービスを展開するため、学校教育課
　　所管の幼稚園事務及び商工課所管のファミリーサポートセンター事務を児童家庭課に移管します。これに伴い、児童
　　家庭課を「こども未来課」に改めるとともに、同課内に「保育係」、「計画係」、「児童係」、「家庭児童相談室」を設けます。
　　　こども未来課（市役所本庁舎１階）
　　　　保育係（☎２３－５１７７）　計画係（☎２３－５１７８）　児童係（☎２３－５１３５）
　　　　家庭児童相談室（☎２３－５１７６）

■経済部関係
　 ▼経済戦略課の新設　観光、商工、農林、水産等、経済部の更なる事務の連携強化を図るとともに、企業誘致等の重要
　　施策の一層の推進を図るため、「崎津・流通団地営業課」を廃止し、新たに「経済戦略課」を設置します。
　　「経済戦略課」には、農商工連携等新たな産業開拓を図るための「産業開拓室」と、商工課所管の企業誘致事務と崎津・
　　流通団地営業課所管の事務を所掌する「企業立地係」を設けます。
　　　経済戦略課（市役所第２庁舎４階）
　　　　産業開拓室（☎２３－５２２４）　企業立地係（☎２３－５２１８）

■建設部関係
　 ▼建設企画課の新設　建設部の統括と企画調整機能の充実を図るため、新たに「建設企画課」を設置し、同課内に「総
　　務係」と「建設企画室」を設けます。これに伴い、都市計画課建設総務係は廃止します。
　　　建設企画課（市役所本庁舎２階）
　　　　総務係（☎２３－５２４４）　建設企画室（☎２３－５２４８）
　 ▼土木課及び維持管理課の事務の再編　土木行政の円滑な実施を図るため、土木課都市整備係を廃止し、維持管理課維
　　持係を「道路維持係」と「公園維持係」に分割します。なお、維持管理課所管の屋外体育施設の維持管理業務は、体
　　育課に移管します。
　　　維持管理課（市役所本庁舎２階）
　　　　管理係（☎２３－５２４１）　道路維持係（☎２３－５２８４）　公園維持係（☎２３－５２４７）

■下水道部関係
　 ▼下水道業務課、下水道整備課、下水道施設課の名称変更と事務所の統合　下水道部の設置に伴い、下水道業務課、下
　　水道整備課、下水道施設課を、それぞれ「業務課」、「計画整備課」、「施設課」に名称変更します。
　　また、施設課（安倍 内浜処理場内）を中央ポンプ場（内町 湊山公園となり）に移転し、下水道部の事務所を１か所
　　に統合します。
　　　業務課（☎３４－１３０１）　　計画整備課（☎３４－１３０３）　　施設課（☎３４－１３０５）
　 ▼計画整備課及び施設課の事務の再編　下水道業務の円滑な実施を図るため、現行の下水道整備課普及係を施設課に移
　　管するとともに、施設課に新たに「管路維持係」を設けます。
　　　施設課 （内町　湊山公園となり）
　　　　施設維持係（☎３４－１３７９）　施設工事係（☎３４－１３７６）　管路維持係（☎３４－１３７０）
　　　　普及係（☎３４－１３８７）



　

こ
れ
ま
で
小
学
校
６
年
生
（
12
歳

到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
）
ま
で
の

児
童
を
養
育
す
る
方
に
支
給
し
て
い

た
児
童
手
当
に
替
わ
り
、
中
学
校
３

年
生
（
15
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31

日
）
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
方

に
、
子
ど
も
手
当
を
支
給
す
る
制
度

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
４
月
１
日
時
点
で
、
中

学
校
２
年
生
、
３
年
生
の
保
護
者
の

方
と
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
の
方

は
、
市
役
所
こ
ど
も
未
来
課
、
ま
た

は
淀
江
支
所
福
祉
保
健
課
で
子
ど
も

手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
子
ど
も
手
当
の
創
設
に
伴

う
新
規
申
請
等
は
、
平
成
22
年
９
月

30
日
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
に
限

り
、
特
例
的
に
４
月
１
日
、
ま
た
は

支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
の
属
す

る
月
の
翌
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
．
子
ど
も
手
当
は
ど
ん
な

制
度
？

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
世
代
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
の
育
ち
を
社
会
全
体

で
支
援
す
る
観
点
か
ら
実
施
す
る
も

の
で
、
受
給
者
（
保
護
者
）
の
所
得

制
限
を
設
け
な
い
と
と
も
に
、
子
ど

も
の
年
齢
や
出
生
順
位
に
か
か
わ
ら

ず
、
一
律
に
支
給
す
る
も
の
で
、
平

成
22
年
度
に
お
け
る
制
度
で
す
。

■
支
給
対
象　

中
学
校
修
了
前
（
15

歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

■
支
給
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き

月
額
１
万
３
千
円

■
支
払
時
期　

原
則
と
し
て
平
成

22
年
６
月
、
10
月
、
平
成
23
年
２
月
、

６
月Ｑ

．だ
れ
が
対
象
と
な
る
の
？

ど
ん
な
手
続
き
が
必
要
？

①
中
学
校
１
年
生
ま
で
（
平
成
９
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
の
子
ど
も

が
い
る
保
護
者
の
方

　

こ
れ
ま
で
、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
た
方
は
、
新
規
に
手
続
き
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
分
か

ら
子
ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
中
学
校
２
年
生
、
３
年
生
（
平
成

７
年
４
月
２
日
生
ま
れ
～
平
成
９
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
子
ど
も
が
い

る
保
護
者
の
方

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

な
い
方
は
、「
認
定
請
求
書
」
の
提

出
（
新
規
認
定
手
続
き
）、
現
在
す

で
に
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、「
額
改
定
請
求
書
」
の
提
出
（
増

額
手
続
き
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

③
こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ
り
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
保
護
者

の
方

　
「
認
定
請
求
書
」
の
提
出
（
新
規

認
定
手
続
き
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

④
公
務
員
の
方

　

勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
い
つ
ま
で
に
、
ど
こ

で
申
請
す
る
の
？
申
請
に

必
要
な
も
の
は
？

■
申
請
受
付
期
間
　
　

平
成
22
年
９
月
30
日
㈭
ま
で

平
成
22
年
10
月
以
降
に
申
請
を

さ
れ
た
場
合
は
、
申
請
月
の
翌

月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
４
月
以
降
に
出
生
、
転
入
な
ど
で

新
た
に
受
給
資
格
が
生
じ
た
場
合

　

子
ど
も
手
当
を
受
給
す
る
に
は
、

そ
の
都
度
「
認
定
請
求
書
」
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
申

請
月
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま

す
。

■
申
請
場
所

こ
ど
も
未
来
課（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

（
☎
23
―
５
１
３
５
）、

市
民
生
活
課（
淀
江
支
所
１
階
）

（
☎
56
―
３
１
１
３
）

■
「
認
定
請
求
書
」
の
提
出
に
必
要

な
も
の

①
印
章
（
ゴ
ム
印
、
ス
タ
ン
プ
印
は

除
き
ま
す
。）

②
健
康
保
険
証
（
厚
生
年
金
、
共
済

年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
場
合
必
要

で
す
。
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

③
請
求
者
（
保
護
者
）
名
義
の
振
込

希
望
金
融
機
関
の
預
金
通
帳
（
普
通

預
金
）

※
そ
の
他
、
状
況
に
よ
り
別
途
提
出

し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
る
場
合

は
、
窓
口
で
ご
説
明
し
ま
す
。
そ
の

場
合
、
必
要
書
類
は
後
日
の
提
出
で

結
構
で
す
。

■
「
額
改
定
請
求
書
」
の
提
出
に
必

要
な
も
の

印
章
（
ゴ
ム
印
、
ス
タ
ン
プ
印
は
除

き
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
未
来
課
（
☎
23
―
５
１
３
５
）

子
ど
も
手
当
を

支
給
し
ま
す

子
ど
も
手
当
を

支
給
し
ま
す



事務事業評価制度の目的
①成果重視の行政運営システムへの変革
②限られた財源の有効活用
③市民への説明責任の質的向上
④職員の意識改革

事務事業評価の結果を
お知らせします

米
子
市
で
は
行
財
政
改
革
の
取
組
み
の

一
環
と
し
て
、
事
務
事
業
評
価
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
行
政
の
活
動
を
大
き
く

「
政
策
」、「
施
策
」、「
事
務
事
業
」
の
３

つ
の
階
層
に
分
類
し
、
そ
の
う
ち
の
「
事

務
事
業
」
を
対
象
に
毎
年
度
評
価
を
行

な
う
も
の
で
あ
り
、「
Ｐプ

ラ

ン

Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

―
Ｄド

ゥ

ーＯ
（
実
施
）
―
Ｃチ

ェ

ッ

ク

Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評

価
）
―
Ａア

ク

シ

ョ

ン

Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
改
善
）」
と
い

う
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
の
中

の
「
Ｃチ

ェ

ッ

ク

Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
）」
に
あ
た
り

ま
す
。

　

事
務
事
業
評
価
に
よ
り
、
行
政
運
営
シ

ス
テ
ム
を
よ
り
機
能
さ
せ
る
と
と
も
に
、

事
務
事
業
の
具
体
的
な
改
善
を
図
り
ま

す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
22
年
度
に
行

な
う
予
定
の
事
務
事
業
の
う
ち
、

新
規
事
業
や
市
の
裁
量
に
よ
り
行

な
う
ソ
フ
ト
事
業
な
ど
の
継
続
事

業
423
本
の
事
務
事
業
を
対
象
に
、

各
担
当
課
に
よ
る
「
１
次
評
価
」、

副
市
長
と
各
部
長
等
で
構
成
す
る

事
務
事
業
評
価
委
員
会
に
よ
る

「
２
次
評
価
」
の
２
段
階
で
評
価

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
平
成
21
年
度
以
前

か
ら
の
「
継
続
事
務
事
業
」
は
396

本
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
317
本
は
「
現
状
維

持
」
が
適
当
で
あ
り
、
79
本
に
つ

い
て
は
「
見
直
し
」
が
必
要
で
あ

る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら
実
施

予
定
の
27
本
の「
新
規
事
務
事
業
」

に
つ
い
て
、
26
本
は
「
実
施
」
ま

た
は
「
条
件
付
実
施
」
が
適
当
で

あ
り
、
１
本
に
つ
い
て
は
「
再
検

討
」
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
ま

し
た
。

　

こ
の
事
務
事
業
評
価
の
結
果

は
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に

反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

事
務
事
業
評
価
の
内
容
や
評
価
結
果

の
詳
細
は
、「
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」、
企
画
課
の
窓
口
で
ご
覧
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
課
（
☎
23
―
５
３
５
５
）

◆継続事務事業（396本）◆

現状維持
見 直 し

充実・拡大 効率化・改善 統合・縮小 廃止・休止

評価本数（本） 317 27 46 4 2

割 合（％） 80.1 6.8 11.6 1.0 0.5

◆新規事務事業（27本）◆
実 施 条件付実施 再検討

評価本数（本） 21 5 1
割 合（％） 77.8 18.5 3.7



　

【スポーツ奨励賞 ( 個人・中学生 )】
陸 上　南　　一樹、坂本　佳世、濱田　平良
水 泳　長尾悠太郎、寺西　　健、生田　幸也、宇田恵理子
　　　　　　　　清水　　咲、山口　剛史、平尾　優衣、小林　　結
　　　　　　　　國野　菜月、富田　莉穂
少 林 寺 拳 法　山中　一也、菅　　風大、宇山　岳男、池口　龍仁
空 手　椿　晋之介、中西　玲雄
体 操　重高　弘人、佐野　雄大
ボ ー ト　菱谷眞一郎、石畑　栞奈、指宿優希菜
柔 道　吉田咲也花、松山　高士
バドミントン　稲迫　勇司、舩越　省吾

【スポーツ奨励賞 ( 個人・高校生・大学生 )】
陸 上　森本　大志、番原　脩介
卓 球　瀧　康之介
バドミントン　下田　　諒、椿　彰人
テ ニ ス　山本　優希、横山　大志
柔 道　渡部　真奈、中曽　哲史
少 林 寺 拳 法　持原　正明
ヨ ッ ト　平岡　拓洋、田﨑　義樹、原田　小鈴、黒見彩和子
　　　　　　　　中西　和
ライフル射撃　村上　和彦

【スポーツ奨励賞 ( 個人・一般 )】
銃 剣 道　上井　周平
ライフル射撃　小谷　浩之
卓 球　木村　知子、住田　和正
バドミントン　渡部　茂樹
少 林 寺 拳 法　楠　　直史、小森　貴子
ソフトテニス　砂口　　賢、末次　昌樹、西村　和文、福田　寛巳
　　　　　　　　松田　　順、山根加代子、住田百合子、野口須磨子
　　　　　　　　秋葉　　泉、須藤　　繁、青砥　三幸、安達　和紀
　　　　　　　　渡辺美佐枝、梅林　祐子、森本　勲

【スポーツ奨励賞 ( 団体 )】
陸 上　住吉小学校５年女子 400ｍリレー
　　　　　　　　住吉小学校６年女子 400ｍリレー
　　　　　　　　啓成小学校６年男子 400ｍリレー
　　　　　　　　米子北斗中学校陸上競技部
　　　　　　　　米子工業高等専門学校４× 100ｍリレーチーム
　　　　　　　　米子工業高等専門学校４× 400ｍリレーチーム
サ ッ カ ー　箕蚊屋サッカークラブ
　　　　　　　　加茂中学校サッカー部
バウンスボール　五千石ＢＢ同好会Ｂ
銃 剣 道　第８普通科連隊第１中隊Ａチーム
　　　　　　　　第８普通科連隊チーム
バドミントン　箕蚊屋中学校男子バドミントン部
　　　　　　　　米子工業高等専門学校バドミントン部
　　　　　　　　米子北高等学校バドミントン部男子	
体 操　箕蚊屋中学校女子体操団体
水 泳　加茂中学校男子飛込チーム
　　　　　　　　弓ヶ浜中学校女子飛込チーム
　　　　　　　　加茂中学校男子水泳部
剣 道　米子工業高等専門学校剣道部
ラ グ ビ ー　米子工業高等専門学校ラグビーフットボール部
ヨ ッ ト　米子工業高等専門学校ヨット部	
バレーボール　弓ヶ浜バレーボールクラブ
　　　　　　　　伯仙少女バレーボールクラブ
　　　　　　　　住吉男子バレー部
　　　　　　　　米子北斗中学校バレーボール部

【体育功労賞】
陸 上　景山　康夫　　　　卓 球　松浪　修二
剣 道　渡邊　卓郎　　　　ソフトボール　麹谷　昭久　
バスケットボール　（故）村岡　浄明　　ライフル射撃　松本　雅文

【優秀指導者賞】
サ ッ カ ー　城市　徳之　　　　陸 上　桜井　和男
ラ グ ビ ー　鹿島　美彦　　　　バスケットボール　野口　　修
ボ ー ト　杉村　正男

【スポーツ特別賞 ( 個人 )】
水 泳　増田　恒幸

【スポーツ賞 ( 個人 )】
陸 上　大沼　希生、荒嶋　　俊、遠藤　　俊、古礒　和樹
卓 球　河野　芙雅、大畑　諒輔、黒見　晃平
バドミントン　山下　可奈、出石　哲也、森山理恵子、瀬川　友紀
　　　　　　　　黒田こずゑ、清水　晃希、園山　拓未、宮原　亮太
　　　　　　　　坂田　尚駿
剣 道　浅田　大輝
水 泳　武良　竜也、野嶋　将至、米村　　允、宮本幸太郎
　　　　　　　　安田　竜大、清水　日向、前谷　健佑、油井　　霞
ボ ウ リ ン グ　世良井　充
ス ケ ー ト　齋藤　　舞
空 手　坂東　藍果、富田　直輝、吉田　千笑
な ぎ な た　伊藤　優希、橋本　美帆
アーチェリー　川中香緖里、松本ゆりあ
グラウンド・ゴルフ　大瀧　武夫
ボ ー ト　山中　絵梨、石賀　有貴、野坂　理紗、松本　愛理
　　　　　　　　清水保菜美、幡井　美咲、池口　開
弓 道　上田　哲平

【スポーツ賞 ( 団体 )】
陸 上　米子陸上クラブ
ソフトボール　米子松蔭高等学校女子ソフトボール部
ソフトテニス　米子松蔭高等学校男子ソフトテニス部
サ ッ カ ー　米子北高等学校サッカー部
野 球　淀江スポーツ少年団野球部、米子ホンダドリームズ
ボ ー ト　米子南高等学校ボート部、鳥取県選抜
アーチェリー　米子南高等学校アーチェリー部
水 泳　米子南高等学校男子飛込チーム
バスケットボール　米子工業高等専門学校バスケットボール部
卓 球　米子工業高等専門学校卓球部

【スポーツ奨励賞 ( 個人・小学生以下 )】
陸 上　山本　由菜、大森真歩子、土岐恵里佳、谷本　知香
　　　　　　　　渡邊　茉瑚、柏木　大樹、宮平　真衣
水 泳　島田　欣依、片桐　晴子、本池　一成、籔内　美里
　　　　　　　　眞壁　夕妃、田村　亮太、佐藤佑乃介、安達　咲歩
　　　　　　　　田平　裕大、落部緋菜子、矢倉　涼佑、岡田　一輝
　　　　　　　　足立　　涼、丸山　明洋、宇山　維乃、宗村　玲奈
　　　　　　　　相見　京香、前田　悠里、安田　雪乃、杉町　兼佑
　　　　　　　　青梨　脩也、小原　絵梨、中村　優希、田口　茉悠
少 林 寺 拳 法　松本　意央、近池　佑月、前畑　　蒼、谷野　聖幸
　　　　　　　　山中　竜也、本田　昂広、松本　奈々、片山　陽斗
　　　　　　　　門脇　眞宜
空 手　梅原　千佳、宮村　元也、松本　　想、平新　慶樹
　　　　　　　　伊坂　夏希、山本　舞香、山本　幸成
な ぎ な た　白川未和子、杉原まるみ
体 操　木村　太星、瀬尾　恵美、佐藤　佳穂、大内健太朗
　　　　　　　　永見千佳子、浦　　絃紀、足立　力斗、清水　夢実
　　　　　　　　景山　万友、辰巳　千真、渡辺　美海、浦　　逸稀
　　　　　　　　永見　祐季
レ ス リ ン グ　木井たから、木井さくら

平成21年度米子市体育協会スポーツ表彰式が、２月20日に文化ホールで行なわれました。
この表彰は、永年スポーツの普及に尽くされた人や選手の育成強化に努められた指導者、平成21年度中に優秀な成績
を収められた選手・団体に贈られるものです。■問い合わせ　体育課（☎２３－５４２６）

平成21年度　米子市体育協会スポーツ表彰



「どらドラパーク米子」の体育施設の呼称が変わります
　米子市東山運動公園については、平成20年11月から「丸京製菓株式会社」がネーミングライツ・スポンサーとなり、
『どらドラパーク米子（どらやきドラマチックパーク米子）』として親しまれてきたところですが、今後更に市民の皆さん
に親しみやすい「愛称」にしていくため、平成22年度から、次のとおり「どらドラパーク米子」の体育施設の呼称を変
更します。
　市民の皆さん、「どらドラパーク米子」の体育施設の新しい呼称を、どうぞよろしくお願いします。
　（「どらドラパーク米子」を「どらパー」または「どらパー米子」と略称することもできます。）
体育施設の正式名称 変更後の呼称（その愛称例）

米子市民球場 どらドラパーク米子市民球場（どらパー市民球場）
米子市民体育館 どらドラパーク米子市民体育館（どらパー市民体育館）
米子市営東山陸上競技場 どらドラパーク米子陸上競技場（どらパー陸上競技場）
米子市営東山水泳場 どらドラパーク米子水泳場（どらパー水泳場）
米子市東山体育館 どらドラパーク米子東山体育館（どらパー東山体育館）
米子市営東山庭球場 どらドラパーク米子庭球場（どらパー庭球場）
米子市営弓道場 どらドラパーク米子弓道場（どらパー弓道場）
米子市営東山球技場 どらドラパーク米子球技場（どらパー球技場）
米子市営東山スポーツ広場 どらドラパーク米子スポーツ広場（どらパースポーツ広場）
米子市営東山補助グランド どらドラパーク米子補助グランド（どらパー補助グランド）

米子市民自治基本条例検討委員会からのお知らせ
　現在、委員会では先月ご紹介した「条例の基になる考え方」を基に、市長に提案する「条例の素案」をまとめる最終的な
作業を行なっています。また、２月には、ワークショップでお世話になった団体等の皆さんに、ここまでの委員会の活動の
経過や「条例の基になる考え方」ついて説明する活動報告会を開催しました。
　報告会では、一人でもたくさんの市民の皆さんの意見を聴き、手作りの条例をつくろうという委員会の取組みに、ねぎら
いの言葉をいただくとともに、「条例の基になる考え方」について、たくさんの意見をいただきました。報告会にご参加いた
だいた皆さんに感謝申し上げるとともに、ここでは、報告会で寄せられた条例に対する質問のいくつかをご紹介します。

■問い合わせ　市民自治推進課（☎２３－５３７１）

■活動報告会で寄せられた「条例の基になる考え方」に対する質問（主なもの）
Ｑ．この条例に罰則を設けることは考えていないのか。
Ａ．この条例は、より良いまちを目指そうという市民の気持ちを表すものだと考えています。やらされるものでもありませ
んし、やらないからといって罰を受けるようなものでもないと考えており、特に罰則を盛込む必要はないと考えています。

Ｑ．自治会に入らない人が増えて困っているが、この条例ができると解決するのか。
Ａ．自治会をはじめとする地域で活動する団体は、私たち市民の暮らしを支える大切な存在だと認識しています。この条例
には、そのような活動が活発化することを目的に、市民の皆が積極的に地域活動に参加していこうということを盛込むこと
としています。この条例の策定が契機となり、地域でそのような機運が高まり、自治会加入の面でもよい結果を生むことに
つながることを期待しています。

Ｑ．市民の「自由・権利」が強調されているが、市民の責任はどうなっているのか。
Ａ．報告会でも「責任を果たして、はじめて権利が認められる。」というご意見がありましたが、委員会も「自由・権利」の
行使には、当然、責任を伴うと考えています。
また、このことについては、憲法第12条にも「これを濫用してはならない。」、「常に公共の福祉のためにこれを利用する責
任を負う。」とはっきり書かれています。しかしながら、この条例は、より良いまちを目指そうという市民の気持ちを表すも
のだと申し上げました。そこに「責任」という言葉を盛込むことで市民の皆さんが、何か重たい荷物を背負わされるような
気持ちになるのではないか、という意見もあり、これからまとめる「条例の素案」にそれをどう表現するのかが検討委員会
の課題だといえます。

Ｑ．市民がつくる手作りの条例と言われるが、他の市町村の条例とどこがちがうのか。
Ａ．委員会では、できあがった条例が活かされなければ意味がないと考えています。そのた
めには、条例をつくる過程から一人でも多くの市民の皆さんに関わってもらうことが必要だ
と考え、ワークショップを主催し、現在までに約 1,700名もの市民の皆さんに出会い、ご
意見をうかがってきました。他の市町村でも市民組織による条例づくりの例はありますが、
この委員会のように、会議やワークショップも含め 200回を超える会合を重ねてきた例は
そう多くはありません。もちろん、費やした期間や労力が多ければ良いというものではあり
ませんが、委員会では、こうして長い時間をかけて丁寧に集めた市民の皆さんの声が、条例
を活かし、使い、暮らしを変えていく原動力となると考えています。



国民年金についてのお知らせ
■国民年金保険料の金額が変わります　平成22年４月から平成23年３月までの国民年金保険料は月 440円引き上げられ、
月額 15,100円となります。口座振替や前納にすると割引となる制度もありますので年金事務所にご相談ください。
■こんなときは、市役所の国民年金窓口に必ず届出をしてください　20歳になったとき（厚生年金・共済組合の加入者を除く）
／ 会社を退職したとき／ 配偶者の扶養からはずれたとき／ 市外から転入したとき（厚生年金・共済組合の加入者を除く）
■学生納付特例制度の申請をお忘れなく　20歳で国民年金に加入された学生の方や、今年の３月まで「学生納付特例制度」
が承認されている学生の方で、引き続き制度を利用希望の方は、新たに22年度の申請が必要です。日本年金機構から、継
続申請用のはがきが届いている方は、必要事項を記入して送付してください。はがきの届かない方や学校を変わられた方は、
４月以降の在学証明書（コピー可）、または学生証（コピー可）を添付し市役所年金窓口で申請してください。
■問い合わせ　市役所保険年金課年金係（☎２３－５１４２）　米子年金事務所（☎３４－６１１１）
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月
13
日
執
行
予
定
）
の
期
日
前

投
票
所
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま

す
。

　

た
だ
し
、
応
募
者
が
多
数
の
場

合
は
全
員
に
従
事
し
て
い
た
だ
け

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
仕
事
の
内
容
　
期
日
前
投
票
所

の
投
票
事
務
が
公
正
に
行
な
わ
れ

て
い
る
か
立
会
い
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
米
子
市
に
住
所
を

有
し
、
選
挙
権
の
あ
る
方

※
特
定
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
員

や
政
治
活
動
等
を
行
な
っ
て
い
る

方
、
候
補
者
の
親
族
の
方
は
応
募

を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
立
会
日
　
告
示
日
の
翌
日
か
ら

選
挙
期
日
の
前
日
ま
で
（
６
月
７

日
～
12
日
）
の
６
日
間
の
う
ち
、

希
望
す
る
日
１
日

■
立
会
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
８
時
（
従
事
時
間 

午
前
８
時

15
分
～
午
後
８
時
30
分
ま
で
）

■
立
会
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
ま

た
は
淀
江
支
所
（
２
か
所
の
う
ち
、

希
望
す
る
期
日
前
投
票
所
１
か
所
）

■
募
集
人
数　

各
期
日
前
投
票
所
、

１
日
に
つ
き
２
名

■
報
酬　

１
日
に
つ
き
９
５
０
０

円
（
支
払
額
は
右
記
金
額
か
ら
源

泉
徴
収
後
の
金
額
で
す
）

■
応
募
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
書
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
米
子
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
限
　
４
月
28
日
㈬

■
採
用
方
法

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で
選
出

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）し
、

採
用
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
申
込
書
の
請
求
、
申
込
、
問
い

合
わ
せ

〒
683
―
８
６
８
６　

米
子
市
加
茂

町
１
―
１　

選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
☎
23
―
５
３
４
５
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
23
―
５
３
４
９
、
Ｅ
メ
ー
ル
…

senkyo@
yonago-city.jp

）

　

中
心
市
街
地
の
商
店
街
の
空
き

店
舗
を
利
用
し
て
商
売
を
始
め
よ

う
と
す
る
方
を
対
象
に
、
店
舗
改

装
費
等
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
の
受
付

は
、
４
月
30
日
㈮
ま
で
で
す
。
お

早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
店
舗　

中
心
市
街

地
の
商
店
街
の
空
き
店
舗

■
対
象
者　

商
業
者
等
（
空
き
店

舗
の
所
有
者
は
除
き
ま
す
）

　

米
子
市
で
は
、
平
成
19
年
度
か

ら
、鳥
取
県
、境
港
市
と
共
同
で「
弓

浜
絣
後
継
者
養
成
事
業
」
を
開
始

し
、
弓
浜
絣
技
術
の
後
継
者
養
成

の
た
め
の
研
修
を
実
施
し
、
国
の

伝
統
的
産
業
に
指
定
さ
れ
て
い
る

弓
浜
絣
の
保
存
継
承
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
新
た
な

技
術
後
継
者
と
な
る
研
修
生
の
募

集
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
募
集
期
間

　

５
月
１
日
㈯
～
31
日
㈪

■
募
集
人
数　

３
人

■
対
象
者　

現
在
の
居
住
地
は
問

い
ま
せ
ん
が
、
将
来
も
地
元
に
定

期
日
前
投
票
所
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

弓ゆ

み

浜は

ま

絣が
す
り

技
術
後
継
者　

研
修
生
募
集

商
店
街
の
空
き
店
舗
で

商
売
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

な
お
、
市
税
等
の
滞
納
が
あ
る
場

合
、
補
助
制
度
の
利
用
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
経
費　

店
舗
改
装
費
、
備

品
購
入
費
、
広
告
宣
伝
費

■
補
助
率
・
金
額　

対
象
経
費
の

３
分
の
１
以
内
・
上
限
50
万
円

※
申
請
者
多
数
の
場
合
、
補
助
金

額
を
減
額
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

商
工
課
（
☎
23
―
５
２
１
９
）

住
し
、
弓
浜
絣
を
職
業
と
し
て
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

方
に
限
り
ま
す
。

■
研
修
期
間　

平
成
22
年
９
月
か

ら
３
年
間
（
週
５
日
間
の
研
修
）

■
受
講
料　

無
料

※
研
修
生
に
は
、
研
修
費
の
支
援

が
あ
り
ま
す
。

※
事
前
見
学
・
説
明
会
を
５
月
８

日
㈯
・
９
日
㈰
に
予
定
。

※
く
わ
し
く
は
、
米
子
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
鳥

取
県
弓
浜
絣
協
同
組
合
（
☎
45
―

０
９
２
６
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。



【
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
ウ
ン
錦
海
団
地
】
住
宅
用
地
10
区
画
を
分
譲
中
！　

お
問
い
合
わ
せ
は
建
設
企
画
課（
☎
23
―
５
２
４
４
）ま
で　

14
ペ
ー
ジ
に
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

を
図
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
新

た
に
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
方
で
、
同
時
に
そ

の
他
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
（
小

型
風
力
発
電
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
等
）
ま
た
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
・
高
効
率

給
湯
器
等
）
を
導
入
さ
れ
る
方
に
、

導
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

な
お
、
導
入
後
の
申
請
は
補
助

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
の
額　

上
限
19
万
５
千
円

■
内
訳

①
太
陽
電
池
出
力
１
kw
あ
た
り

３
万
円
（
上
限
12
万
円
）

②
そ
の
他
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

ま
た
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
（
上

限
７
万
５
千
円
）

■
補
助
対
象
者　

く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
受
付
期
間　

４
月
１
日
㈭

～
平
成
23
年
３
月
17
日
㈭

※
た
だ
し
、
本
年
度
中
に
、
工
事

完
了
ま
た
は
契
約
締
結
（
建
売
住

宅
の
場
合
）
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
（
☎
23
―
５
２
５
９
）

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
！

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
費
を
補
助
し
ま
す

国民健康保険に関する各種通知書発送用封
筒の広告主を募集します。
●封筒のサイズ
　たて12センチ、よこ20センチ
●作成枚数　37,000枚
●使用時期
　平成22年７月～平成23年６月
●広告の場所　封筒の裏面を４分割して広
告を掲載します。
●広告１枠のサイズ
　たて5.3 センチ、よこ８センチ
●広告掲載料　１枠あたり  45,000 円
　（封筒作成時に一括払い）
●募集期間　１日（木）～ 30 日（金）
※応募方法など、くわしくは「米子市ホー
ムページ」に掲載しています。
●申込・問い合わせ　保険年金課
　　　　　　　　　　（☎２３－５１２２）

届出をされる方の運転免許証・保険証・住民基本台帳カードなど、本人確認のできるものをご持参ください。
※印鑑が必要な場合がありますので、ご持参ください。

種 類 届 出 の 期 間 届 出 に 必 要 な も の

転 入 届
（市外からの住所異動）

転入・転居届は、必ず、実際
にお住まいになってから、14
日以内に届け出てください。
実際にお住まいではない方の
住所の異動届はできません。

●転出証明書（前住所地で交付されたもの）●加入している保険証（手続上
必要な場合があります）●国民年金手帳（お持ちの方のみ）

転 居 届
（市内での住所異動）

●国民健康保険証●後期高齢者医療被保険者証●特別医療費受給資格証（加
入している保険証が必要です）

転 出 届
（市外への住所異動）

転出予定日の 14日前から受
付します。

●返却していただくもの（印鑑登録証、住民基本台帳カード、国民健康保険
証、特別医療受給資格証など、米子市が発行したもの）

※住所の異動に伴い、介護保険被保険者証、身体障害者手帳等が必要な場合がありますのでご持参ください。
◆就学で引越しをするときは…
進学などで、アパート、下宿、寮などに引越す方も住所の異動手続きが必要です。正当な理由もなく届出が遅れると、過料
に処される場合もありますのでご注意ください。しかし、夏期休暇などの一時的な帰省中の住所異動はできません。　　　
★３月下旬から４月上旬にかけて、住所の異動届等で窓口が大変混雑します。証明発行等に時間がかかることがございます
のでご了承ください。なお、証明発行のみの場合は、公会堂内の行政窓口サービスセンターもご利用ください。（毎週火曜
日と祝日はお休みです。）
■問い合わせ　市民課窓口係（☎２３－５１４４）、淀江支所市民生活課（☎５６－３１１５）



　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
す

か
？

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
、
Ｃ
（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
）

Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
）
Ｒ（
レ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ

テ
ィ
）
の
略
で
、「
企
業
の
社
会
的
責
任
」

と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
は
社
会
の
一

員
で
あ
り
、
そ
の
中
で
投
資
家
や
取
引
先
、

従
業
員
、
消
費
者
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
企
業
の
活
動
は
、
近
年
、
国

際
的
に
も
国
内
的
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
に
広
が
り
、
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
が
非

常
に
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
企
業
は

社
会
と
共
に
あ
り
、
社
会
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
社

会
に
対
し
て
果
た
す
べ
き
責
任
が
あ
る
と

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

食
品
表
示
の
偽
装
や
不
正
経
理
な
ど
消

費
者
の
不
信
を
招
き
、
企
業
の
存
続
を
危

う
く
し
か
ね
な
い
事
件
が
相
次
い
だ
の
は
、

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
、

品
質
管
理
・
安
全
管
理
が
徹
底
さ
れ
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
、

こ
れ
が
社
会
に
対
す
る
責
任
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
地
球
を
守
る

た
め
に
、
で
き
る
限
り
環
境
に
負
荷
を
か

け
な
い
「
地
球
に
や
さ
し
い
」
企
業
活
動

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
地
球

の
温
暖
化
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
る
二
酸

化
炭
素
を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
の
削
減
や
森
林
資
源
の
濫
用
防

止
な
ど
、
企
業
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
省
資

源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
工
夫
や
努
力
が
さ

れ
て
い
ま
す
。　

　

そ
の
他
に
も
情
報
管
理
、
雇
用
の
公
正

性
、
労
働
環
境
の
改
善
な
ど
、
企
業
の
取

組
み
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
人
を
大
切
に
す
る
企
業
」
と
な

る
た
め
に
、
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

幹
部
か
ら
従
業
員
ま
で
研
修
を
行
な
い
、

正
し
い
知
識
を
得
る
中
で
、「
人
の
尊
さ
」

を
学
ぶ
企
業
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

こ
の
よ
う
に
、
企
業
が
社
会
的
責
任
を

果
た
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
人
間
尊
重

に
満
ち
た
明
る
い
職
場
づ
く
り
が
進
み
、

企
業
の
発
展
・
繁
栄
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。
ひ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
こ
と
が
、

家
庭
や
地
域
社
会
に
潤
い
を
生
み
、
人
権

感
覚
に
満
ち
た
『
住
み
よ
く
明
る
い
社
会
』

の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、「
社
会
を
守
り
、
人
を
大
切

に
す
る
」
企
業
を
見
守
り
、
応
援
す
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

企
業
・
市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
何
が
で
き
る

か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

※
市
内
事
業
所
で
企
業
内
研
修
に
関
す
る

ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
人
権
政
策
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

相
あ い

 田
だ

 み つ を　《つまづいたって》
　相田みつを（1924年～ 1991年）は、書家・詩人として、
誰の真似でもない自分の書、自分の言葉を探求し続け、

「いのち」の尊さを見つめながら独自のスタイルを確立
し、多くの作品を生み出してきました。
　《つまづいたって》は、相田のベストセラー詩集『に
んげんだもの』（1984年 文化出版局発行）に収録され
ている代表作品の一つです。力強く親しみのある筆致で
自分の弱さや甘えを正直にさらけ出し、人間である自分
をあるがままに表現した５行の言葉は、今を生きる人々
の心の中に、あるときはしみじみと、またあるときは力
強く語りかけてきます。
　「書の詩人 相田みつを展」は、５月７日から６月10日
まで開催いたします。くわしくは、18～19ページ「４
月の催し」をご覧ください。
■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）
■ URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/



　

４
月
１
日
か
ら
肝
臓
機
能
障
害

が
身
体
障
害
者
手
帳
の
対
象
に
な

り
ま
す

対
象
者

▼
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機

能
障
害
の
あ
る
方

▼
肝
臓
移
植
を
受
け
、
抗
免
疫
療

法
を
実
施
し
て
い
る
方

申
請
に
必
要
な
書
類

①
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書

②
診
断
書

③
写
真
（
縦
４
cm
×
横
３
cm
）

※
①
と
②
は
障
が
い
者
支
援
課
窓

口
（
本
庁
舎
１
階
）
に
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
障
が
い
者
支
援
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

障
が
い
者
支
援
課
（
☎
23
―
５

５
４
９
）、
淀
江
支
所
市
民
生
活

課
（
☎
56
―
３
１
１
３
）

　

平
成
22
年
度　

重
度
心
身
障
が

い
者（
児
）
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

重
度
心
身
障
が
い
者（
児
）の
方
に

タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
す

る
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
し
、
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
お
よ
び

療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方
で
、

平
成
21
年
度
の
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方

助
成
金
額

１
回
の
タ
ク
シ
ー
利
用
に
つ
き
、

そ
の
初
乗
り
料
金
部
分
の
う
ち
、

手
帳
提
示
に
よ
っ
て
１
割
引
を
受

け
た
後
の
額
を
利
用
券
で
助
成
し

ま
す
。

タ
ク
シ
ー
利
用
券
枚
数

１
人
１
か
月
に
つ
き
３
枚
発
行

ご
注
意
　
申
請
に
は
手
帳
と
印
鑑

が
必
要
で
す
。

受
付
開
始　

３
月
31
日
㈬
～

交
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

障
が
い
者
支
援
課
（
☎
23
―
５

５
４
９
）、
淀
江
支
所
市
民
生
活

課
（
☎
56
―
３
１
１
３
）

　

家
族
介
護
用
品
助
成
事
業

介
護
用
品
の
購
入
費
に
あ
て
る
こ

と
が
で
き
る
介
護
ク
ー
ポ
ン
を
交

付
し
ま
す
。

対
象
者
　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
、
市

内
に
住
所
が
あ
る
在
宅
の
方
で
、

要
介
護
度
４
ま
た
は
５
に
該
当
す

る
方
の
う
ち
、
要
介
護
者
、
介
護

４
月
１
日
㈭
～
11
月
15
日
㈪

※
予
算
が
無
く
な
っ
た
場
合
、
申

込
期
間
内
で
も
助
成
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
３
２
）

　

は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
助
成
券

は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
料

の
一
部
に
あ
て
る
こ
と
の
で
き
る

助
成
券
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者
　
平
成
22
年
４
月
１
日
現

在
、
70
歳
以
上
で
、
市
内
に
住
所

が
あ
り
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
し
て
い
る
方

助
成
額

１
回
の
施
術
に
つ
き
900
円
分

利
用
回
数　

１
年
に
12
回
以
内

（
申
請
月
に
よ
り
助
成
券
の
枚
数

が
異
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
３
２
）

　

家
族
介
護
慰
労
金

要
介
護
度
４
ま
た
は
５
に
相
当
す

る
高
齢
者
の
方
を
在
宅
で
１
年
以

上
介
護
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、

介
護
者
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
要
介
護
者
、
介
護
者
と

も
に
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

し
、
過
去
１
年
間
に
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
（
７
日
間
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
を
の
ぞ
く
）
を
利
用
し
て

い
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

支
給
額　

年
間
10
万
円

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
３
２
）

　

水
道
メ
ー
タ
ー
を
新
し
く
取
り

替
え
ま
す

水
道
の
使
用
量
を
測
る
水
道
メ
ー

タ
ー
は
、
計
量
法
に
基
づ
い
て
定

期
的
に
取
り
替
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
給
水
区
域
全
域
で
約

９
千
世
帯
の
水
道
メ
ー
タ
ー
を
取

り
替
え
る
予
定
で
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
取
替
え
作
業
で
宅
地
内
に
立
ち

入
り
ま
す
が
、ご
了
承
願
い
ま
す
。

※
ご
不
在
の
と
き
は
、
メ
ー
タ
ー

取
替
え
済
み
の
お
知
ら
せ
を
、
郵

便
受
け
な
ど
に
入
れ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
メ
ー
タ
ー
取
替
え
後
は
、
一
時

的
に
空
気
や
濁
り
水
の
出
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
少
し
水
を
流

し
て
い
た
だ
く
な
ど
気
を
つ
け
て

お
使
い
く
だ
さ
い
。

※
取
替
え
作
業
は
、
米
子
市
水
道

局
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
が

無
料
で
行
な
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

水
道
局
給
水
維
持

課
（
☎
32
―
６
１
１
３
）

者
と
も
に
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
し
て
い
る
方

助
成
額

年
間（
上
限
）
７
万
５
千
円

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
３
２
）

　

高
齢
者
住
宅
改
良
費
助
成
事
業

介
護
を
要
す
る
方
を
在
宅
で
介
護

す
る
上
で
、
居
室
や
ト
イ
レ
な
ど

の
改
良
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
、
改
良
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
、
す
で
に
着
工
し
た
も
の

や
、
新
築
・
増
改
築
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

助
成
対
象
者

介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
受
け
た
方
ま
た
は
同
居
者

（
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
方
に
限
る
）

助
成
の
対
象
と
な
る
工
事

便
所
床
の
切
り
下
げ
、
玄
関
、
居

室
等
の
段
差
解
消
、
滑
り
や
す
い

床
材
の
変
更
な
ど
（
介
護
保
険
の

住
宅
改
修
費
支
給
の
対
象
と
な
る

工
事
は
除
く
）

助
成
限
度
額

助
成
対
象
経
費
の
額
の
３
分
の
２

か
、
53
万
３
千
円
の
い
ず
れ
か
少

な
い
額

申
込
期
間

各
種
相
談
は
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

く
ら
し
の情

報



　

水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
水
道

局
が
発
行
す
る
水
道
料
金
な
ど
の

納
入
通
知
書
（
請
求
ハ
ガ
キ
）
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
扱
金
融

機
関
に
加
え
、
中
国
地
方
５
県
内

の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
の
窓

口
で
も
お
支
払
い
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

水
道
局
営
業
課

（
☎
32
―
６
１
１
１
）

　

非
常
勤
職
員
募
集

●
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

事
務
員

募
集
人
員　

１
人

試
験
日
・
科
目

24
日
㈯
・
教
養
、
面
接

※
試
験
会
場
は
別
途
通
知

採
用
予
定
日

平
成
22
年
６
月
１
日

申
込
受
付
期
間

５
日
㈪
～
16
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
行
政
窓

口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
受

験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、受
験
申
込
書
の
請
求
、

問
い
合
わ
せ
　

行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
39
―
０
２
２
２
）

●
学
校
支
援
員

募
集
人
員　

15
人

職
務
内
容

市
内
の
公
立
小
・
中
学
校
、
市
立

養
護
学
校
で
、
先
生
と
一
緒
に
授

業
に
出
て
、支
援
の
必
要
な
児
童
・

生
徒
に
学
習
指
導
や
生
活
介
助
を

行
な
い
ま
す
。

試
験
日
　
26
日
㈪

採
用
予
定
日

平
成
22
年
５
月
７
日

申
込
受
付
期
間

５
日
㈪
～
22
日
㈭

＊
く
わ
し
く
は
、
受
験
案
内
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
３
月
31
日
以

降
に
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、受
験
申
込
書
の
請
求
、

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
（
☎
23
―
５
４
３
２
）

●
学
力
向
上
支
援
員

募
集
人
員　

12
人

職
務
内
容

市
内
の
公
立
小
・
中
学
校
で
、
教

科
の
学
習
に
お
け
る
先
生
の
補
助

な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

試
験
日
　
27
日
㈫

採
用
予
定
日

平
成
22
年
５
月
７
日

申
込
受
付
期
間

５
日
㈪
～
22
日
㈭

＊
く
わ
し
く
は
、
受
験
案
内
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
３
月
31
日
以

降
に
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、受
験
申
込
書
の
請
求
、

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
（
☎
23
―
５
４
３
２
）

●
清
掃
作
業
員

募
集
人
員　

１
人

職
務
内
容

環
境
事
業
課
に
勤
務
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
な
ど
の
要
請
対
応
業

務
、
不
法
投
棄
ご
み
の
パ
ト
ロ
ー

ル
業
務
、
市
役
所
施
設
ご
み
の
収

集
業
務
や
し
尿
収
集
業
務
な
ど
に

従
事
し
ま
す
。

試
験
日
・
科
目

17
日
㈯
・
作
文
、
面
接

採
用
予
定
日

平
成
22
年
５
月
１
日

試
験
会
場　

米
子
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
河
崎
）

申
込
受
付
期
間　

９
日
㈮
ま
で

＊
く
わ
し
く
は
、
受
験
案
内
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
米
子
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、受
験
申
込
書
の
請
求
、

問
い
合
わ
せ

環
境
事
業
課
（
☎
30
―
０
７
２
０
）

　

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
の
幹
部

候
補
生
と
し
て

約
１
年
間
の
教
育

を
受
け
、
将
来
、

陸
・
海
・
空
自
衛

隊
の
幹
部
自
衛
官
を
目
指
す
コ
ー

ス
で
す
。

一
般
コ
ー
ス
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

４
月
１
日
㈭
～
５
月
10
日
㈪

試
験
日
・
科
目

５
月
15
日
㈯
・
筆
記
試
験

５
月
16
日
㈰
・
操
縦
適
性
検
査（
パ

イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ス
の
み
）

応
募
資
格　

平
成
23
年
４
月
１
日

時
点
に
お
い
て
、
20
歳
以
上
26
歳

未
満
の
方

※
く
わ
し
く
は
自
衛
隊
米
子
地
域

事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

米
子
市
テ
ニ
ス
教
室
が
新
し
く
変

わ
り
ま
し
た
。
参
加
者
募
集
中
。

期
間
　
５
月
～
７
月
の
３
か
月
間

週
１
回
・
午
前
10
時
～
正
午

募
集
人
員
　
30
人
程
度

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

会
場

ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子
庭
球
場

参
加
料
　
3,000
円

申
込
締
切
　
24
日
㈯

く
わ
し
く
は
体
育
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

11
日
㈰
午
前
８
時
10
分
米
子
駅
集

合（
８
時
30
分
発　

上
道
駅
下
車
）

行
き
先
…
境
港
方
面
（
行
程
約
６

㎞
）、
弁
当
持
参
、
電
車
往
復
運

賃
（
大
人
640
円
）、
入
館
料
1,000
円
。

解
散
予
定
午
後
４
時
頃

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

朝
一
番　

男
子
社
員
が　

お
茶
を
出
す     

市
民
応
募
作
品

鳥取県最低賃金
１時間：630円

発行年月日：平成21年10月８日

くわしくは、鳥取労働局労働基準部賃金室（☎
０８５７－２９－１７０５）または、最寄りの労
働基準監督署へおたずねください。



　

絵
画
教
室　

生
徒
募
集

絵
の
上
達
よ
り
も
、
楽
し
く
自
由

に
描
く
教
室
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

５
月
８
日
㈯
、
７
月
10
日

㈯
、
９
月
11
日
㈯
、
11
月
13
日
㈯
、

１
月
８
日
㈯
、
３
月
12
日
㈯

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
５
時

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

と
こ
ろ　

米
子
サ
ン
・
ア
ビ
リ

テ
ィ
ー
ズ
（
皆
生
三
丁
目
）

定
員
　
10
人
（
障
が
い
の
あ
る
方

優
先
、
中
学
生
以
上
）

講
師　

八や

尾お

洋よ
う

一い
ち

さ
ん
（
山
陰
新

協
美
術
会
）

受
講
料　

無
料
（
画
材
等
実
費
負

担
あ
り
）

※
４
月
６
日
㈫
か
ら
募
集
開
始
。

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

米
子
サ
ン
・

ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

23
―
０
６
９
９
）

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
講

座
受
講
者
募
集

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
と
は
、
地

域
で
暮
ら
す
認
知
症
の
方
や
そ
の

家
族
を
応
援
す
る
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
つ
く
る
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の
講
師

役
の
こ
と
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
伝
え
た
い

こ
と
（
認
知
症
の
病
気
の
理
解
や

対
応
の
仕
方
）、
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
運
営
方
法
な
ど
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
６
時
間
受
講
し
た

後
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
と
し

て
、
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

連
絡
協
議
会
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

と
き　

５
月
18
日
㈫

午
前
10
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

養
和
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院　

４
階　

地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
（
上
後
藤
）

受
講
対
象
者

次
の
１
～
５
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
し
、
原
則
年
３
回
以
上
、

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
な
え
る
方

１
．
認
知
症
介
護
指
導
者
養
成
研

修
修
了
者

２
．
認
知
症
介
護
実
践
リ
ー
ダ
ー

研
修
（
認
知
症
介
護
実
務
者
研
修

専
門
課
程
）
修
了
者

３
．
介
護
相
談
員

４
．
認
知
症
の
人
を
対
象
と
す
る

家
族
の
会

５
．
１
～
４
に
準
ず
る
と
自
治
体

が
認
め
た
方

行
政
職
員（
保
健
師
、一
般
職
等
）、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、

介
護
従
事
者（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

施
設
職
員
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
等
）、医
療
従
事
者
（
医

師
、看
護
師
等
）、民
生
児
童
委
員
、

そ
の
他
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）

受
講
料　

無
料

申
込
締
切
　
30
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
５
５
）

　

第
20
回
因
伯
シ
ル
バ
ー
大
会
出

場
者
募
集

応
募
資
格　

鳥
取
県
に
在
住
す
る

60
歳
以
上
の
方
（
昭
和
26
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
）

競

技　

全
11
種
目
（
卓
球
、

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ

タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、
弓
道
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、
将
棋
）

開
催
日
時　

５
月
中
旬

開
催
場
所　

鳥
取
県
東
部
地
区
を

中
心
に
開
催
予
定

応
募
方
法　

所
定
の
参
加
申
込
用

紙
に
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

20
日
㈫

※
応
募
先
等
く
わ
し
く
は
、
鳥
取
県

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
０
８
５
７

―
59
―
６
３
３
８
）
ま
で
。

▼
鳥
取
こ
と
ぶ
き
ネ
ッ
ト
　

http://w
w
w
.tottori-w

el.
or.jp/m

enu/kotobuki/

う
れ
し
い
な
！
今
日
は
パ
パ
の
お
迎
え
だ　

幼
稚
園
で
待
っ
て
る
僕
も
私
も
お
仕
事
し
て
い
る
マ
マ
も
ニ
ッ
コ
ニ
コ
！　

美
保
テ
ク
ノ
ス
株
式
会
社
（
鳥
取
県
男
女
共
同
参
画
推
進
企
業
）

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
平
成
22
年
度
春

募
集
を
４
月
１
日
㈭
～
５
月
17
日

㈪
実
施
し
ま
す
。

募
集
に
伴
い
、青
年
海
外
協
力
隊
・

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体

験
談
・
説
明
会
を
行
な
い
ま
す
。

参
加
費
無
料
、
予
約
不
要
で
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ	

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
係
（
☎
０
８
２
―

４
２
１
―
６
３
１
０
）

Ｅ
メ
ー
ル
…

jicacic-jocv@
jica.go.jp

　

城
下
町
米
子
の
「
え
ー
と
こ
発

見
フ
ェ
ス
タ
」

文
学
の
あ
る
、
歴
史
的
ま
ち
な
み

の
構
築
を
目
指
し
て
、
講
演
会
や

交
流
会
を
開
催
。

と
き　

９
日
㈮
午
後
６
時
～
８
時

（
雨
天
の
と
き
は
10
日
㈯
に
順
延
）

と
こ
ろ　

天
神
町
緑
地
（
天
神
町

郵
便
局
向
か
い
）

▼
講
演
　「
文
学
の
あ
る
風
景　

米
子
下
町
に
残
る
古
典
籍
」
～
ま

ち
づ
く
り
へ
の
知
恵
～

講
師
…
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校

准
教
授　

原は
ら　

豊と
よ

二じ

さ
ん

▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
　「
リ
バ
ー

サ
イ
ド
・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
コ
ン

サ
ー
ト
」

出
演
者
…
鳥
取
大
学　
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

研
究
会

▼
交
流
会
・
観
桜
会

問
い
合
わ
せ　

旧
加
茂
川･

寺

町
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
会
（
☎
０
９
０
―
４
８
０
１

―
９
７
０
１
：
船
越
さ
ん
）・

市
役
所
都
市
計
画
課
（
☎
23
―

５
２
９
３
）

　

む
き
ば
ん
だ
弥
生
の
森
講
座
①

「
春
の
自
然
を
味
わ
お
う
」

解
説
を
聞
き
な
が
ら
春
の
自
然
を

散
策
し
、
春
の
植
物
に
つ
い
て
学

び
ま
せ
ん
か
。
芽
が
出
た
ば
か
り

の
山
菜
の
天
ぷ
ら
も
試
食
し
ま

す
。
参
加
無
料
で
す
。

と
き　

25
日
㈰

定
員
　
30
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

応
募
締
切
　
16
日
㈮

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
小
学
４
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
の
こ
と
。

会
場
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
立
む
き
ば
ん
だ
史
跡
公
園

（
☎
37
―
４
０
０
０
）



妻
ば
か
り
負
担
か
な　

僕
に
も
取
れ
る
か
な　

育
児
休
職
!!	

市
民
応
募
作
品

■１区画当りの面積
　268.45㎡～ 360.57㎡
■分譲価格
　12,214,475 円～ 15,071,826 円
■分譲の条件　契約保証金として、契約時
　に分譲代金の１割を納付していただく等
　の条件があります。くわしくは建設企画
　課（本庁舎２階）までお問合せください。
■申込方法
　所定の申込書に住民票を添えて、建設企
　画課にお申し込みください。
■受付期間
　随時受付（ただし、分譲する区画が完売
　したときは、受付を終了します）
■譲渡人の決定
　申込み順に譲渡人を決定します。
■問い合わせ
　建設企画課（☎２３－５２４４）
※くわしい内容は、「米子市ホームページ」
　にも掲載しています。

「美
び

水
す い

の郷
さ と

」名水料理を味わう歩き旅
参加者を募集します

大山山麓はブナの森に蓄えられ流れ出す良質の湧水と、自
然の恵みである豊かな食材が豊
富にあります。
これらを大切に守り育てていく
ため、この地を「美水の郷」と
名付けました。
名水の地を歩き、水に触れ、せ
せらぎを聞いて心を癒

いや

し、名水
の地ならではの料理を楽しんで
いただきます。
日 時　１回目／４月４日（日）
　　　　２回目／５月23日（日）
　　　　３回目／６月27日（日）
定 員　いずれも 35人
集 合　JR米子駅午前９時
解 散　JR淀江駅午後１時30分～３時30分
参加費　2,000円（大人・小人同額）
※昼食代、保険料、ガイド料含む。JR運賃が別途必要です。
申 込　事前申込みが必要です。
コース　JR米子駅～（JR利用）～JR淀江駅～妻木晩田
遺跡（見学）～天の真名井～「真名井」（昼食）～白鳳の里（希
望される方は割引価格で温泉入浴可）～JR淀江駅
＊歩く距離…約11キロ
■問い合わせ　米子市観光協会（☎３７－２３１１）
　　　　　　　担当：福

ふくはら

原さん

「美
び

水
す い

の郷
さ と

」
元オリンピック日本代表選手と一緒に歩く

ノルディックウォーク
参加者を募集します

ノルディックウォークは北欧で生まれ
た新しいスポーツ。ポールを使って歩
くことで上半身も活動させる全身運動
です。
「元オリンピック日本代表選手」小

お

原
ばら

　工
たくみ

さんと、清らかな名水と風
ふうこうめい

光明媚
び

な景色を楽しみながら、ノルディック
ウォーキングで健康な体を作りましょ
う！

日 時　１回目／４月17日（土）　２回目／５月29日（土）
定 員　いずれも 50人
集 合　JR米子駅午後０時10分
解 散　JR淀江駅午後５時～６時
参加費　1,000円（ポールレンタル料、指導料、保険料込）
※ JR運賃が別途必要です。
申 込　事前申込みが必要です。
コース　JR米子駅～（JR利用）～JR淀江駅～天の真名井
～本宮の泉～白鳳の里（希望される方は割引価格で温泉入
浴可）～JR淀江駅　＊歩く距離…約16キロ
参加資格　身長140センチ以上の健康な男女
■問い合わせ　米子市観光協会（☎３７－２３１１）
　　　　　　　担当：福

ふくはら

原さん、小
お

原
ばら

さん



認知症　安心相談室
米子市認知症疾患医療センター（「養和病院」内）と米子市認
知症連携担当者など、経験豊かな専門スタッフが、電話を通
して認知症の方ご本人や、介護をされているご家族のさまざ
まな悩みをお聴きします。
なお、指定曜日以外の日時でもご相談をお受けいたします。
お悩みの方は、まずお電話でお問い合わせください。
■安心相談日
　月曜日…午後２時～５時、木曜日…午前９時～午後５時
■連絡先　認知症連携室（☎２１－７３２５／ふれあいの里４
階）または、長寿社会課（☎２３－５１５５）

米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

河 崎
住 宅 河 崎

３ 簡易耐火
２ 階 建 3DK 13,000～18,700 S45

５ 簡易耐火
２ 階 建 3DK 13,000～18,700 S45

162 簡易耐火２ 階 建 3DK 13,400～19,600 S47

174 簡易耐火２ 階 建 3K 12,500
～18,500 S48

■入居者の資格　市内に住所または勤務場所があり、独立の生
計を営んでいる方／現在一緒に住んでいるか、または住もう
としている親族（事実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚
約者を含む）がある方。ただし、生年月日が昭和31年４月１
日以前の方などは、単身でのお申込みが可能です。／世帯の
収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方／現に住宅に困
窮していることが明らかな方／米子市税などに滞納がない方
／暴力団員でないこと
■申込受付期間　１日（木）～９日（金）　土・日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域振興課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、
住民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第
４条第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、
申込理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅
申込書などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。
■入居選考方法　13日（火）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　５月１日（土）
次回の市営住宅入居者募集は５月６日からの予定です。
■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。予約不要。 ▼ 12日
（月）・５月10日（月）の午後１時～４時／市役所第２庁
舎１階相談室／問人権政策課（☎２３－５４１５）
■行政相談
国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員
が相談に応じます。予約不要。 ▼８日（木）、19日（月）、
５月６日（木）の午後１時～４時／市役所本庁舎４階
402会議室／問市民相談課（☎２３－５３７８）
■多重債務・ヤミ金融等相談会
弁護士や司法書士等が無料で相談に応じます。１件
30分、要予約。 ▼ 27日（火）の午後１時～４時／米子
コンベンションセンター／問鳥取県西部消費生活相
談室（☎３４－２６４８）・米子市消費生活相談室（☎
３５－６５６６）
■心配ごと相談・法律相談
●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについ
て、相談員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、
無料。 ▼毎週月・水・金曜日の午前10時～午後３時／
ふれあいの里１階
●法律相談　弁護士が無料で相談に応じます。１人
30分、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日　午後１時～３
時／ふれあいの里１階
※法律相談は、毎週月・水・金曜日の午前10時～午後
３時に、電話（☎２２－７８３０）で予約。
問米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）
■法律相談センター米子
法律に関する困りごと、多重債務、クレジット、サ
ラ金、交通事故などについて弁護士が相談に応じま
す。１人 30分、5,000円（ただし、多重債務、クレジッ
ト、サラ金の相談は無料）、要予約。 ▼毎週火曜日午
後３時～７時／米子しんまち天満屋５階／予約受付日
時…平日午前９時～午後５時／問鳥取県弁護士会米
子支部（☎２３－５７１０）

■鳥取県行政書士会無料相談
相続・遺言・成年後見・悪徳商法被害・交通事故など、
行政書士が無料で相談に応じます。 ▼10日（土）・５月
８日（土）の午前10時30分	～午後３時／米子駅前サティ
４階　男女共同参画センター会議室／予約不要／問鳥取
県行政書士会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）
■農地相談
農地のことで日ごろ困っていることについて、農業委
員が相談に応じます。 ▼ 15日（木）／午前10時～正午
…市役所本庁舎４階 402会議室・午後２時～４時…淀
江支所／問農業委員会（☎２３－５２７６）

米子市消費生活相談室
買物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリング・
オフなど消費生活に関するご相談をお受けしています。

▼平日午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（４
月２日まで市役所本庁舎４階、４月５日から市役所
本庁舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－
６５６６）

■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先

押
し
付
け
じ
ゃ
な
く　

納
得
の
上
で　

役
割
を
分
担
し
よ
う	

市
民
応
募
作
品

生涯学習相談
興味のあること、好きなことから始めてみませんか。市主
催の学習講座や市内公民館で活動しているサークルなどを
紹介しています。どうぞお気軽におたずねください。
■生涯学習課（市役所第２庁舎３階）　☎２３－５４４４
■とき　午前10時～正午・午後１時～４時（土、日、祝日を除く）



お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場
合は、次月以降に受けてください。
ところ　保健センター ( ふれあいの里３階 )
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手帳
がないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」の
冊子を読んできてください。体温は接種場所で測ります。

対 象 児 接 種 日
H21年12月26日～H22年１月７日生 ４月７日（水）

H22年１月８日～１月23日生 ４月23日（金）
H22年１月24日～２月11日生 ５月11日（火）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種を受け
ていない方も受けてください。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種◆
接種場所にご注意ください！

◆接種場所　４月・５月のポリオのみ、どらドラパーク
市民体育館で実施します。
◆ポリオ中止期間中、対象だった方へは個人通知ハガキ
でお知らせしています。
対　象　児 １回目 ２回目

H21年３月生 ４月８日（木） ５月20日（木）

H21年４月生
１回目の接種を受けて
いない方は、下記の日
程で受けてください。

５月27日（木）

H21年５月生 ４月１日（木） ５月20日（木）
H21年６月生 ４月８日（木） ５月27日（木）

H21年７月生
１回目の接種を受けて
いない方は、下記の日
程で受けてください。

６月９日（水）

H21年８月生 ４月８日（木） ６月23日（水）
７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けてくださ
い。６週間以上の間隔をおいて２回飲みます。間隔は６
週間以上であれば、いくら長くてもかまいません。
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■申込・問い合わせ　
健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
錦町一丁目「ふれあいの里」３階　米子市保健センター内

妊婦一般健康診査
健診内容が追加されました

　平成22年４月１日から健診内容に、 ▼１回目…不規則性抗
体検査、 ▼ ６～14回目のうち１回…Ｂ群溶血性レンサ球菌

（GBS）検査が追加されます。21年度に受診票を交付された
方で、追加の検査を実施していない方も対象となります。
　これに伴い、妊婦一般健康診査費用助成金制度の申請内容
が一部変わります。４月以降、里帰り先で受診される方は、
健康対策課までお問合せください。

新型インフルエンザワクチン接種費用助成金
の申請はおすみですか？

新型インフルエンザワクチン接種費用助成制度の対象となる
市民税非課税世帯と生活保護世帯の方で、新型インフルエン
ザワクチン接種費用助成金の申請がまだの方は、早めに申請
をお願いします。
※新型インフルエンザワクチン接種費用助成相談室での受付
は、３月31日で終了し、４月１日以降は健康対策課（ふれあ
いの里３階　☎２３－５４５１）で受付いたします。

後期高齢者医療人間ドック
申込みを受け付けます

■対象者　「後期高齢者医療制度」により医療を受けられる方
（主に 75歳以上）
※ただし、入院・施設入所していない方、胃部の手術をしてい
ない方に限ります。
■検査項目　問診、血圧、心電図、血液検査、生化学検査、尿検
査、便潜血検査（大腸がん検診）、＊胃検査（胃がん検診）、胸部X線、
超音波、免疫学検査、腫瘍マーカー（男性は前立腺がん）など
＊胃検査は、バリウムを使用する X 線検査（レントゲン）と内
視鏡検査（胃カメラ）を選択できます。（両方実施可能な医療機
関のみ）
■受診費用（個人負担金）　6,500円（胃内視鏡検査を受けられ
る方は、医師の所見によって別途保険診療扱いになる事があり
ますのでご了承ください。）
■受診期間　７月～ 12月（６月下旬に受診券をお送りします。
医療機関と健診日を打合せ、指定された日に受診してください。）
■申込受付期限・申込方法　30日（金）までに、健康対策課に
電話でお申し込みください。
※ご注意　後期高齢者医療人間ドック（主に 75歳以上）を受診
される場合、米子市が実施する「後期高齢者の健康診査」「胃
がん検診」「大腸がん検診」を重複して受診することはできま
せんのでご注意ください。
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年長さん、中学１年生、高校３年生のお子さんの保護者の方へ

麻しん（はしか）・風しんの予防接種を受けましょう!!
該当される方に３月末に予防接種のご案内を送付しました

　平成20年４月１日に予防接種法施行規則が一部改正され、年長児
に加え、中学１年生と高校３年生に相当する年齢の方を対象に麻しん・
風しん予防接種を実施しています。　　
　麻しん、風しんにかかったことがないお子さんは、再度予防接種
を受けて免疫をつけ、感染症にかからないように、また他の人にう
つさないようにしましょう。特に麻しんは感染力が強い病気です。
春から夏にかけて流行しやすいので、できるだけ４月から６月の間に
接種しましょう。くわしくはお送りした通知をごらんください。
■対象者
〇年長児（平成16年４月２日～ 17年４月１日生まれ）
○中学１年生（平成９年４月２日～平成10年４月１日生まれ）
○高校３年生（平成４年４月２日～平成５年４月１日生まれ）
※過去に麻しん、風しん予防接種をそれぞれ１回すまされたお子さ
んも対象となります。
■受診方法　委託医療機関に個人で予約してから受けてください。

（委託医療機関リストは個人通知に同封しています）
■接種期間　４月１日～３月31日
■費用　無料

男性元気アップ教室
　男性も積極的に台所に立ち、自分の健康管理を
しましょう。調理実習を中心として、生活習慣病
などについての知識も深める教室です。
仲間づくりもできますよ！
■と き
5/21、6/18、7/16、8/11、9/30、10/26、
11/19、12/14 の８回シリーズ 
いずれも、午前10時～午後１時30分
■と こ ろ　ふれあいの里３階　栄養指導室
■対 象 者　市内にお住まいの男性
■募集人数　33人
※応募多数の場合は、初めての方を優先し、抽選
とさせていただきます。
■持 ち 物　エプロン、筆記用具、その他
■費 用　材料費実費（400 円程度）
■申込方法　20日（火）までに、健康対策課（☎
２３－５４５８、５４５２）に電話でお申込みください。
※申し込まれた方には４月下旬に通知します。

いきいき健康ライフ教室
　生活習慣病予備群の方に、運動習慣をつけ、よ
り健康になっていただくための教室です。わかっ
ていても変えられない今までの生活習慣を見直
し、仲間と励ましあって、運動習慣をあなた自身
のものにしましょう！
■と き
5/17、5/24、6/14、6/28、7/12、7/26、
8/9、8/30、9/13、10/4 の 10 回シリーズ。
※いずれも、おおむね午後１時30分～３時30分
■と こ ろ　ふれあいの里３階
■内 容　体力測定、実技（ウォーキング、ス
トレッチ体操、チューブ体操・筋力トレーニング、
エアロビクス等 )、あなたに合った運動処方・栄
養処方、講義等
■対 象 者　昨年度の特定健診・国保人間ドック
の結果が、脂質異常症・高血圧・高血糖・肥満の
要指導だった、40歳～ 64歳の方
■募集人員　50人
※応募多数の場合は、初めての方を優先させてい
ただきます。
■申込方法　20日（火）までに、健康対策課（☎
２３－５４５８、５４５２）に電話でお申込みください。
※申し込まれた方には、後日詳しい日程をお送り
します。

米子市の保健統計　死亡原因で多いのは？
　米子市における平成19年の死因順位（人口動態統計）は、１位：
悪性新生物（がん）、２位：心疾患（高血圧性除く）、３位：脳血管疾患、
４位：肺炎、５位：不慮の事故、６位：腎不全、７位：老衰、８位：
自殺と続いています。これは、全国の死因順位と比較してみると、
１位から５位までは同様の順位となっており、６位以降の全国の死
因順位は６位：自殺、７位：老衰、８位：腎不全と続いています。
　死因順位の１位は、米子市、全国ともに悪性新生物（がん）です。
７月から始まる、各種がん検診をぜひ受診しましょう！
　対象者などくわしくは、「ごみ分別収集カレンダー＆健康ガイド・
国保ガイド」17ページをごらんください。また、広報よなご７月
号にも掲載予定です。
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「今夜見える星空と星座物語（北
斗南斗物語・おおぐま座物語）」
平日…午後２時・３時、土・日・
祝日…午前10時45分・11時
45分・午後２時・３時・４時。
幼児・70歳以上無料、小中学
生 50円（土曜日は無料）、高
校生以上 300円。
オーロラ写真家・中

な か が き て つ

垣哲也
や

氏
講演会
10日（土）午後３時～４時15
分。対象・小学生～大人、無
料。世界中を旅しながら星空
やオーロラの写真を撮り続け
ておられる中垣さんのお話を、
映像を交えてお伝えします。
親子で米作り体験（協力・Ｊ
Ａ鳥取西部中央営農センター
巌生産組合　大

お お も り の ぶ ゆ き

森信幸さん）
４～10月（オリエンテーショ
ン・田植え・観察・収穫）対象・
幼児～小学生とその保護者・
20組。料金・１人500円（お
米購入代除く）。１年を通し
て親子でお米作りを楽しく体
験♪５日（月）から電話受付。
おはなしのへや（協力・朗読
ボランティア火曜の会）
11日（日）午前11時～11時
30 分、対象・幼児～大人。
だくちるおはなし会（協力・
おはなしグループだくちる）
24日（土）午後２時15分～
３時、対象・幼児～大人。
天体観測会「春の星座をみよう」

17日（土）午後７時30分～、
対象・どなたでも可、20組。
無料。３日（土）から電話受付。
第１回天体指導者養成講座
17日（土）午後７時～、対象・
大人、無料。天体望遠鏡の扱
い方や星座の紹介の仕方を学
びます。子どもたちに天体観
測の楽しさを伝えませんか？
３日（土）から電話受付。
クラブ活動見学体験
たのしい筝

こ と

クラブ…３日（土）
午後２時～３時。ハンドベル
クラブ…10日（土）午後２時
～３時。対象・小学１年～大
人、無料。
春のセンターこども大会！

▼５月１日（土）～５日（水・祝）、
テーマは「昔の子ども体験を
しよう」。そのほかおもちゃの
病院、竹細工教室などもりだ
くさん！ ▼５月５日（水・祝）
午前10時30分・午後２時、
昔なつかしい「ほんまもんの
街頭紙芝居」。くわしくはチ
ラシをご覧ください。
児童文化センターボランティ
ア募集
天体観測・図書室・プレーパー
ク・敷地内美化・各種イベン
トおよびクラブ活動・工作な
どの遊びのボランティアを募
集しています。くわしくは児
童文化センターまで。
米子市児童文化センター出張事業

（共催・まなびネットきずな）
工作、昔遊び、わらべうた、

絵本の読み聞かせ、天体観測
など。くわしくはお問合わせ
ください。対象・単位子ども
会など。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日
毎週火曜日と 30日（金）

特別展「素鳳展　お雛さまと
かざりの心」
ひな人形を中心とした素鳳コ
レクションを公開します。
会期：５日（月）まで
観覧料：一般500（400）円、
高校・大学生300（200）円
※（　）内は前売り、15人以上
の団体料金。中学生以下、70
歳以上、障がいのある方、要
介護者とその介護者は無料。
〈関連事業〉ギャラリートーク
３日（土）午後２時～
〈関連事業〉お茶席
３日（土）、４日（日）午前10
時30分～午後３時30分。
一席 350円（薄茶、お菓子）
中世城館めぐり「月山富田城跡～
尼子氏居城と周辺史跡探訪～」
①５月22日（土） 午後１時～
５時、「富田城跡周辺の史跡
めぐり～富田繁栄の背景を探
る～」。安来市立歴史資料館
の見学と、周辺の史跡めぐり。
②５月29日（土） 午後１時～
５時、「富田城跡見学」。月山
に登山し、富田城跡を見学。
＊①②いずれも、集合・解散
場所：山陰歴史館（マイクロ
バス使用）、 定員20人、参加
費：各回1,000円（バス、資
料、保険代）。22日（木）か
ら申込受付開始（先着順）
■開館時間
午前９時 30 分～午後６時
■今月の休館日　毎週火曜日

第52回　新協展
会期：９日（金）～ 19日（月）
　　　[ 水曜日休館 ]
観覧料：一般800（600）円、
高校・大学生600（500）円
※（　）内は前売り料金。中学
生以下無料。
問い合わせ：山陰新協美術
会（☎２７－１８６３）
第64回　行動展　米子巡回展
会期：４月24日（土）～５月
３日（月） [ 水曜日休館 ]
観覧料：一般800（600）円、
高校・大学生500（400）円
※（　）内は前売り料金。団体
割引あり。障害者手帳をお持
ちの方は介護者１名と合わせ
て入場無料。
問い合わせ：行動美術協会山
陰事務所（☎４２－２７０４）
平成22年度米子市美術館特別
展「書の詩人　相田みつを展」
会期：５月７日（金）～６月10
日（木）　【会期中無休】
観覧料：一般900（700）円、
高校・大学生500（300）円、
小・中学生 200円
※（　）内は前売り料金。、15
人以上の団体、70歳以上の
方、障がいのある方と付添い
の方（１名）の料金。
前売券取扱場所：文化課、米
子市美術館、市内主要プレイ
ガイド、ローソンチケット（L
コード 68298）　ほか
〈関連事業〉記念講演会
講師：相田みつを美術館長　
　　　相

あ い

田
だ

一
か ず

人
ひ と

氏
５月23日（日）午後２時～
会場：市立図書館大会議室
定員：150人　※要 入場整
理券・本展観覧券（半券可）

▼往復はがきで美術館までお
申込みください（５月11日締

４月の催し４月の催し
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切り）。はがき 1 枚につき２
人まで応募可（申込多数の場
合は抽選）。
■開館時間
午前10時～午後６時
■今月の休館日　毎週水曜日

つつじ読書会
３日（土）午後２時、特設文
庫室、「悲しき熱帯」Ⅱ（前半）
レヴィ＝ストロース著　川

か わ

田
だ

順
じゅん

造
ぞ う

訳（中公クラシックス）。
楽しく漢文に学ぶ会
４日（日）午後１時30分、特
設文庫室、『論語新釈』宇

う

野
の

哲
て つ

人
と

著（講談社学術文庫）
「為

い

政
せ い

篇」。
おはなし会
★毎週木曜日（協力：ほしのぎんか）
★16日（金）（協力：火曜の会）
午前10時40分～11時30分、
親子読書コーナー、紙芝居・
絵本の読み聞かせ・わらべう
た、パネルシアターなど。
古文書研究会
24日（土） 午後１時30分、大
会議室、「新修米子市史　近
世」関連史料を読む。講師：
山
や ま

藤
ふ じ

良
り ょ う じ

治さん
ビジネス支援
「特許等相談会」（要事前申込）
13日（火）午後１時30分～４
時30分、特設文庫室。
「特許情報相談会」（要事前申込）
27日（火）午前10時30分～
午後４時、特設文庫室、㈳
発 明 協 会 鳥 取 県 支 部（ ☎
０８５７－５２－６７２８）。
起業・事業融資相談会〔予約
制・無料〕
14日（水）午後２時～４時、
特設文庫室、予約先：日本政
策金融公庫米子支店（☎３４
－５８２１）
子ども読書週間行事

（４月23日～５月12日）

▼児童書展示、読書の木、パ
ネル展示など。

▼ 29日（木・祝）おはなし会・
絵本づくり（乳幼児対象）午
前 10時40分～、物語を聞く
会（幼・小学生対象）午後２
時～、親子読書コーナー。
図書館ボランティア募集
図書の書架への返本、配列直
し、本の修理など、無償でご
協力してくださる方を募集
中。くわしくは図書館まで。
■開館時間
午前10時～午後６時　
■今月の休館日　毎週月曜
日、30日（月末資料整理）

子どもラムサールクラブ「水
鳥公園の秘密の場所を探検！」
水鳥公園の自然を満喫する人
気企画。以降、毎月１回１年
間同じメンバーで活動しま
す。11日（日）午前９時～正午、
小学生対象先着 30人・要申
込。初回参加費 2,600円（図
鑑・年間パスポート代）、以
降無料。集合：水鳥公園ネイ
チャーセンター
ＧＷ特別ガイドウォーク

▼ 29日（木）午前10時～正
午「公園一周ガイドウォーク」

▼ ５月１日（土）午前10時～正
午「北極圏へ渡る鳥に会おう！」

▼５月２日（日）午前９時30分
～午後０時30分「昔の中海の
貝殻を掘りに行こう！」

▼ ５月３日（月）午後１時30分
～３時30分「デジカメで春を
撮影しよう！」

▼ ５月４日（火）午後１時30分
～３時「春の野草を探そう！」

▼５月５日（水）午後６時30分
～７時30分「コウモリの超音
波を聞いてみよう！」

いずれも申込不要。どなたで
も参加できます。集合：水鳥
公園ネイチャーセンター
手作り自然教室「思い出の缶
バッチを作ろう！」
水鳥公園のお気に入りの生き
物を絵に描いて缶バッチに仕
上げます。
４月29日（木）～５月５日（水）
開館時間中いつでも。材料費
100円。会場：水鳥公園ネイ
チャーセンター
愛鳥週間記念企画「水鳥のお
家を作ろう！」
５月８日（土）午後１時30分～
３時30分、小学生以上先着
10組、要予約、材料費 300
円（入館料込み）
●水鳥公園が会場の企画には、
高校生～ 70歳未満の方は入館
料（300円）が必要です。
■開館時間
午前９時～午後５時30分
※５月５日は、イベントのた
め、開館時間を延長します。
■今月の休館日　毎週火曜日

平成22年度童謡講座「童謡をみ
んなでうたう会」参加者募集

▼月曜コ－ス　童謡・叙情歌
など日本や世界の歌を楽しく
元気に歌います。参加料年額
500円、毎月第２月曜日、初
回…４月12日（月）、午前10
時30分～11時30分。
講師：村

む ら

尾
お

義
よ し

晴
は る

さんほか

▼ 木曜コ－ス　懐かしい童
謡・唱歌から新しい童謡まで
幅広く歌います。参加料年額
500円、毎月第４木曜日、初
回…４月22日（木）、午前10
時30分～11時30分。
講師：古

ふ る

瀬
せ み ほ こ

美保子さん・
　　　半

は ん

田
だ

恭
き ょ う こ

子さんほか

▼チャイルドコ－ス　ちいさ

なお子さんのためのうたを歌
います。参加無料、毎月第４
木曜日、初回…４月22日（木）、
午前11時30分～正午。
講師：山

や ま い し

石ひろ子さん・
　　　星

ほ し

野
の

まり子さんほか
●募集期間　12月末まで
●参加対象　どなたでも参加
できます。チャイルドコース
は保護者同伴のこと。
●申込方法　文化ホ－ル窓口
で手続きをしてください。
講座当日でも受付可能です。

公会堂　虹のひろば　第10回公演
～スプリングコンサート～
チェロ・コントラバス＆ハープ
春のひと時、チェロ・コント
ラバスによるアンサンブルと
ハープの心癒

い や

される音色はい
かがですか。
出演：米子管弦楽団のチェ
ロ、コントラバスの皆さん
とハープ・日

ひ

浦
う ら

香
か

織
お り

さん
29日（祝）午後３時開演（午後
２時30分開場）、米子市公会
堂大ホールロビー、入場無料
※満席で入場できない場合も
あります。ご了承ください。

４月ロビー展「リスタイル・
紙ごみコラージュ展」
日々の暮らしの中で出たお菓
子の箱などの紙ごみを使って
コラージュしたリサイクル作
品展です。
４月花情報

▼初旬～　桜130本、菜の花

▼下旬～　藤



新米子の文化財
「亡き首

し ゅ ち ょ う

長の魂を守る武
ぶ

人
じ ん

達」　　盾
た て も ち び と

持人埴
は に わ

輪　井
い で

手挾
ばさみ

　３号墳出土
　古墳時代になると、日本各地の古墳で素焼きの土製品である埴輪が立て並
べられました。その起源は弥生時代後期までさかのぼり、葬儀の際、墓上で
行う儀礼に使われた土器が変化したものと考えられています。これらの埴輪
は、古墳を神聖な場所として外界と区別する役目を持っており、その形は円
筒形のものから始まり、しだいに人や動物、武具などを模したさまざまな形
の埴輪が作られていきました。
　淀江町富

とみしげ

繁で確認された井手挾３号墳は、今から約1600年前の古墳時代中
期に造られた直径29ｍの円墳です。発掘調査の結果、古墳からは円筒の埴輪
の他、人物や鹿、水鳥などの動物を模した多く埴輪が出土しました。中でも写真の埴輪は、盾を持つ武人を模
した盾持人埴輪と呼ばれるものです。高さが 80～94㎝、大きな盾には幾

き か

何学
がくてき

的な文様が表現され、うち２体は
頭に冠をかぶり、顔には入れ墨が彫られています。彼らの顔は、無表情ながらも力
強くたくましく、見るもの威圧し緊張感を与えます。
　亡き首長が眠る埋葬施設は神聖な場所であり、死者の魂を悪霊から守る衛

えいへい

兵とし
て立てられた盾持人埴輪は、破片を含め少なくとも４体発見されています。多くの
埴輪とともに古墳に整然と立ち並ぶ武人達の姿は、迫力ある光景だったに違いあり
ません。これらの埴輪には、亡くなった指導者の平安を願う私達の祖先の思いが込
められていたことでしょう。
　この井手挾３号墳出土の盾持人埴輪は、山陰歴史館で展示しています。

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３８）

■編集発行／米子市総務部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／今井印刷株式会社

　春の米子水鳥公園の石段の下に、ひっそりと生えるとても小さな青い花をつけ
た植物があります。これは、キュウリグサです。ちぎってもむとキュウリの臭い
がすることからこの名前があります。
　身近な植物なのですが、あまりにも小さな草なので知っている人は少ないかも
しれません。しかし、虫眼鏡で鼻先まで近づいてこの植物をみてみると、小さな
花を一面に咲かせており、その様子はまるでお花畑のようです。
　さて、このキュウリグサは、野菜のキュウリとはやや違う仲間の植物です。大
きさがずいぶん違うのですが、有名なワスレナグサの仲間のムラサキ科です。
　ワスレナグサにはヨーロッパの伝説があり、ある日、水辺に咲いていたこの花を、乙女のために摘もうとした騎士が足
を滑らせ、川に落ちてしまうのというものです。よろいを着た騎士は泳ぐことができず、「私を忘れないで」と叫んで沈ん
でいったといわれています。他にも、ドイツの有名な詩人ウィルヘルム・アレントの詩があったり、園芸種として好まれ

たりと何かと有名な草です。これに対してキュウリグサは、ワスレナグサのミニチュア
みたいな草なのですが、その大きさのせいか、それとも名前のせいなのか、あまり注目
されることはありません。しかし、時に自然の草花たちは、有名であるかそうでないか
にかかわらず、一生懸命花をさかせます。そして、虫眼鏡でしかわからない小さな範囲
かも知れませんが、一面の花畑をつくることもあるのです。
　今度機会があれば、庭にしゃがんで見てみてください。もしかしたら、あなただけの
ミニチュアサイズのお花畑を見つけることができるかもしれません。

水鳥公園指導員　神谷　要
かなめ

米子市の人口と世帯数　平成22年３月１日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,368人 ( －107人)　男性 71,401人 ( －42人)　女性 78,967人 ( －65人)　世帯数 62,568世帯 ( －37世帯)

水鳥公園からのたより

キュウリグサ

４月に見られる水鳥公園の生きものたち
カイツブリ、カルガモ・ハシビロガモ・キンクロハジロなどのカモ類、アオアシシギなど
のシギ・チドリ類、オオヨシキリ、ツグミなどの小鳥類。
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